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メタマテリアルやメタデバイスに基づくテラヘルツ光学素子の開発に関する研究が活発になさ

れている［1］。より制御性の高い素子の開発を目的として本研究室ではこれまで、積層スプリッ

トリング共振器（SRR）の相対角度変化に基づく擬似電磁誘導透明化（EIT）現象の入射電磁波に

よる変調［2, 3］、導電性高分子ソフトアクチュエーターを用いた積層 SRRアレイの相対位置変位

に基づく共鳴周波数の電界変調［4, 5］について検討してきた。さらに、より大きな共鳴周波数変

調を実現する素子として、積層閉リング共振器（CRR）アレイを採用し、それらの相対位置変位

あるいは中間誘電体層の誘電率変化による共鳴周波数変調の数値シミュレーション［6, 7］につい

て報告してきた。今回我々は、積層 CRRアレイのフォトリソグラフィーによる作製とテラヘルツ

時間領域分光法による解析について報告する。 

合成石英を基板とし

て、アルミによる CRRア

レイをフォトリソグラフ

ィーおよびリフトオフに

より作製した（図１(a)）。

これら CRR アレイを対

向させ、直径 20µmのSiO2

球をスペーサーとして張り合わせ（図１(b)）、積層 CRRアレイの相対位置変位量をパラメーター

とした素子を作製し比較検討した。素子のテラヘルツ応答はテラヘルツ時間領域分光法（Advantest, 

TAS7400TS）により解析し（図１(c)）、CST microwave studioによる数値シミュレーションもあわ

せて行った。測定結果はシミュレーション結果と概ね良い一致を見せた。 
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